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静岡地学第 63号 (1991)

「火山とプレートテクトニクスj

中村一明著 東京大学出版会 1989 (Bム 324p) . 

この本の著者である元東京大学地震研究所教授中村一明氏が、多くの人に惜しまれながら世を去っ

てから、早くも 4年近くの歳月が流れた。この本は中村一明著となっているが、実際には高知大学に

おいて行われた一明氏の集中講義を録音したテープの内容を、彼を師と慕う 4人の編者が聞き取り、

講義で使用した多くの図版とともに再編集したものが主体となっている O それが本書の前半 70%を

める第 1部:火山とプレートテクトニクスであり、生前の一明氏の口調そのままのウイットに富んだ

との質疑応答も含めて忠実に再現されている O 編集対象となった講義のテープには何を

指すのか不明な指示代名詞が多数あったということだし、講義に使われた資料やスライドなども

していたであろうから、これほどまでに自然な流れの文章上に講義を再現できたことは驚異であり、

ちの並々ならぬ努力に頭が下がる O 本文中の一明氏の言葉を引用しながら、本書の中心である

第 1部の内容に簡単に触れてみよう O 第 l部は以下の 7節から構成されている O

1 .伊豆大島火山の表麗地質 「このように非常にローカルな大島の話を大事そうに話しているの

は、世界中どこでも閉じだからですJ彼の研究の出発点となった伊豆大島火山の火山地質の話。火山

の噴火史というものをどのように組み上げ、そこから何がわかるかが、簡潔明瞭に語られている O

2.按成火山と単成火山 「ドイツ人もフランス人も自分の国に複成火山と対をなす独立単成火山

群があるなどということは知らないで、ドイツ人はボートを漕いでいるし、プランス人はチーズを作っ

いるj前半では火山の大噴火というもののさまざまな様相について、後半では火山を複成火山と独

立単成火山群の 2つに分けることが本質的な分類であると諮られる O 前半においては、最近 10年間ほ

どの間に急速に進展した爆発的噴火に関する研究の成果がほとんどフォローされていない。これは、

となった集中講義自体が 1984年のものとやや吉いためである O しかし、後半の内容は現在におい

ても、寂々が火山の成国を考える際の議論の出発点となっている O

3.マグマ溜丹は存在するか 「火山の断面を書くと、多くの人は火山の下にJ怪し気な、一見わかっ

たようなマグマ溜りの絵を描く j我々が火山の断面を考える時に何となく書いてしまうマグマ溜りが、

ると考えられているのかを中村流に理詰めで追及してゆく節であり、一明氏の偲性が色濃

く出ている部分である O 最近では、火山下の定常的なマグマ溜りの事在に疑問を投げかける主張もあ

り、あらためて興味をそそられる節である O

4.噴火のからくり なのは、保火山の多くは単成火山であるということです。{可を

味するかというと、直接の火道泣ほとんどパイプでなくて岩脈だということを言いたいのですj

の題名から言えば、第 1部の中核的存在となる節であり、地殻応力と火山の関保が語られている O

火にともなう火山体のインプレーション/デフレーション、岩脈の方位と応力場、応力場を反映した

火山体の構造、などが)1震に語られてゆく。、中村法かとして名高い岩脈法がどのような観察事実と

によって成立していったかがよくわかる O
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5.プレート拡大の微分的現象 「もし地球科学を志す人がいたら、訪問してみたらどうですかと

僕が勧めたい場所のひとつがアイスランドですJプレートが拡大するという現象は実際にはどのよう

なことであるのか、の答えの一端が、アイスランドの火山を例にとって述べられている O 地熱採取井

から小規模な噴火が生じた話(クラプラ事件)が興味深い。

6.海洋プレート内の火山ハ/ワイ 「ハワイでは、マグマが地表にあるということは、、地下でマグ

マが形成されたことであるがとは考えません。J海洋プレート上のハワイホットスポットの火山活動の

モデルとして、移動するリソスフェア上の線状熱源の加熱と冷却による独自の解釈が精微に語られる O

は、地球上の代表的火山のモデルが組み立てられてゆくさまを堪能できる O

7.フィリピン海プレート北端部の変動 「プレートの力学的な境界には少なくとも幅があります

から、正確にはも境界域庁と呼ぶべきです。力学的境界そのものは簡単には描けないし研究の対象で

さえあるわけで、そういうことを認識する必要があるというわけですj一明氏が逝去前の数年間に熱

中していたテーマの 1つであり、彼の学問の集大成の 1っとも雷える、伊立半島周辺の最近の変動を

統一的に解釈するそデルの話が語られている O ここまでの節で語られてきた話が一体となり、プレー

トの曲りを機軸として伊豆周辺地域に生じる地球物理@地質現象のすべてに説明が与えられてゆく。

データの質@量とも格段に増した現在、さまざまな反論や修正モデルが提出されつつあるとは言え、

広範闘の分野のデータにもとづく基本的な一つの考え方として現在もその輝きを失っていない。

りの後半 30%は、第2部:地震の話一一地質屋の地震観、第3部:火山とテクトニクスそ

の後の研究、第4部:中村一明の生涯とその業績の各部から構成されている O このうち第 2部は

氏自身の公表論文を再収録したもので、第 1部に欠けている一明氏の地震観を鵠う意味であるという O

内容としては新潟地震にともなう葉島の変動、松代群発地震、最近の伊豆の地震の 3つのテーマが取

り上げられている O 第3部は、集中講義が行われた 1984年以降の研究の進展を補う意味で、編者を

む数人の研究者が、一明氏の研究と関連の深いテーマについて一筆書いたものが主体となっている O

第4部には、一明氏の旧友である杉村 新、松田時彦の両氏の手によって一明氏の科学者としての

生が描き出されている。一明氏自身の著作である第 1部と第 2部を通読した感想、であるが、通常我々

が一見わかりきったこととしてあまり深く考えない事をも、一つ一つ丹念に論理的に説明してゆこう

とする姿勢にあらためて感心させられた。ゆくゆくは新しい概念や理論として発展していったかもし

れない深い洞察や重要なアイデアがおぼろげに見える笛所もある O 学生@教育者@研究者を関わず、

火山やテクトニクスに関する基本概念の成り立ちをあらためて考えるよい機会となるだろう O

まえがきにも触れられていることであるが、この本は知識を単に身につけたり理解したりするためだ

けの本ではなく、中村流のものの考え方を学ぶための教科書としてもとらえることができる O 我々が

解釈国難な現象やデータにぶつかった時、この本をひもとけば何かがひらめきそうな、そんな本であ

るO (小山
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